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はじめに 

 引き続き理事の職を拝命いたしました株式

会社北拓の吉田で御座います。 
 今年は港湾法が改正され港湾エリアでの洋

上風力のルールが確定し、また一般海域でのル

ールの議論も始まり本格的な洋上風車の元年

と言える年です。 
 我が国の洋上風力は欧州より 15 年程遅れて

おりこれからが正念場と思われます。 
 風力事業全般に言える事ですが、特に洋上風

車に於いては地元自治体や地元関係団体、企業

と連携をとり単に風力発電で発電事業を営む

事では無く、立地頂く地元に如何に産業集積さ

せるか、雇用を確保するか等を考えて行かなく

ては地元の理解を得られないと考えられます。 
 国内に限らず台風通過エリアである我が国

の特異性を生かし、他国の洋上風力事業にも生

かせるものと確信しております。 
 港湾インフラの整備や建設時の特殊船の問

題、建設後のメンテナンスの問題等解決して行

かなければならない問題もありますが、これら

を解決し洋上風力発電を確実に導入させなけ

ればならないと考えております。 
 もう一つの大きな課題は陸上風車も FIT 価

格が段階的に下がってゆく事が決定し、今後も

自立した電源として運営できる様、風車メーカ

ー、部品サプライヤー、メンテナンス会社等が

協力してコスト低減し努力して行かなければ

ならないと思います。 
 
当社としても 

 メンテナンス会社として洋上風車のメンテ

ナンスをどの様に実施して行くのか？サイト

の海上条件に合ったメンテナンスとは？如何

にアベイラビリティーを高めて行くのか？等

をテーマとしてより実践的な研究をして今ま

で陸上風車で培ってきたスマートメンテナン

ス技術や大型部品の補修技術、部品ストック機

能、予防保全技術、部品高度化技術等を洋上 
 

 
 
風車で実用化出来る様に完成させて行きます。 
 また、人材育成については業界としても大き

な課題でありどの様に技術者を増やして行く

のかが大きな課題でありますが、社内研修施設

を充実させる事にも積極的に取り組んで行く

計画です。 
 
最後に 

 我が国の風力発電に関する技術が世界でも

通用する技術となる様、努力して参る所存で御

座いますので、引き続きご指導の程宜しくお願

い申し上げます。 
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